



























大学数 回答数 「参加します」 「参加を検討中です」
北海道 37 24 65% 20 54% 4 11%
東北 50 30 60% 29 58% 1 2%
東京 137 86 63% 79 58% 7 5%
関東甲信越 155 84 54% 71 46% 13 8%
東海北陸 102 53 52% 47 46% 6 6%
近畿 148 87 59% 68 46% 19 13%
中四国 68 32 47% 22 32% 10 15%
九州 78 48 62% 40 51% 8 10%










































































































• H18年～ デジタルリポジトリ連合（DRF） ①
• H24年～ JAIRO Cloudコミュニティ ②










































② JAIRO Cloud コミュニ
ティ
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• 森 一郎 新潟大学学術情報部学術情報管理課課長





• 佐藤 翔 同志社大学免許資格課程センター助教
• 安本裕和 関西学院大学図書館事務部長
• 山地 一禎 NII 准教授／学術リポジトリ推進室長
• 細川 聖二 NII学術基盤推進部学術コンテンツ課課長





• JAIRO Cloud運用WG:  コミュニティ活性化等
• 広報WG:  図書館総合展等、（含む国際担当）
• メタデータ検討TF:  junii3対応、JaLCガイドライン等
• 研究データTF:  RDMトレーニングツール等
• 論文OATF:  OA方針策定支援等
• 指標・評価・メトリックスTF: ログ分析等





















• JAIRO Cloud の共同運営
• JAIRO Cloudは、サーバ構築や管理・システム仕様変
更等を一括対応することで、機関にとって安価に運
用できるクラウドシステムである。平成29年度から利
用機関が運営経費を一部負担する形で共同運営す
ることによって、持続的、安定的な運用を図るととも
に、利用機関の要望をシステム改善に反映させるこ
とも可能となる。共同運営を適切に行うため、利用機
関は当協会への参加が必須となる。
オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）
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＜具体的な活動＞ 2/2
• 人材育成
• 担当者の習熟段階や担当主題に応じた研修を実施する。
• 集合研修への参加が難しい機関等に配慮し、オンライン
環境で自己学習できる環境を整備する。
• その他
• 機関リポジトリの機能開発を行う。
• 機関リポジトリ、オープンアクセスに関する情報交換の場
を創設する。
• 機関リポジトリ、オープンアクセス普及のための広報・啓
発活動を展開する。
オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）
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JAIRO Cloud 参加館
•平成28年8月26日現在、公開中/公開準備中/申請
中を合わせ、
• 400リポジトリ（共同リポジトリは1と数える）
• うち、公開中296
•内訳1： 新規264、移行32
•内訳2： 国立14、公立34、私立210、短大17、
その他20、共同リポジトリ1
•移行のうち、国立10、公立3、私立13、短大2、
その他4
•公開中のリポジトリ一覧
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IRP報告書 序より
（H17.3）
•電子化された学術情報資源は，大学等の学術機
関が，学術機関リポジトリを構築し，その発生源に
おいて責任を持ってアーカイブし，必要十分なメタ
データとともに世界に，そしてまた後世に伝えてい
くことがますます重要になってきています。
• このような意味で学術機関リポジトリはこれからの
学術コミュニケーションの一角を担うものです。他
方，学術機関リポジトリの構築は，従来の図書館
活動の枠を超えて，大学などの学術機関内での組
織作りという新たな側面を含んでいます。
http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/NII-IRPreport.pdf
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• JAIRO Cloud利用機関増加中
•協会参加機関みんなで積極的に活動し、みんなで
課題に取り組んでいきましょう！
オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）
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